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◎味応答する培養細胞の開発
◎細胞を微小空間に配置したハイスループット探索システムの開発

研究の特徴

味覚受容システムの解明とその利用
－新規味物質探索系の開発に向けて－

2.分化誘導による味応答の再現

今後の展開 参考

味応答する培養細胞を用いた新規味覚物質探索システムの開発

味応答する培養細胞の開発を目指す

But, ヒトの味細胞を取り出して利用できない
味細胞を味覚センサーとして用いたい

研究の内容

◎味細胞をセンサーとして利用できるか？
味蕾

様々な味に対する
味細胞の集合体

◎微小空間への細胞の配置・培養
およびその応答測定

（アサヒビール（株）と共同研究）
刺激

◎味覚受容システムを持つ培養細胞の作製

1.強制発現による味応答の再現

・味覚DNAチップを用いた探索による味
細胞特異的発現遺伝子の取得
・味覚情報伝達における機能解析

（九州大学と共同研究）

培養細胞への遺伝子導入

味応答可能な細胞

・舌上皮由来KT-1細胞の樹立
・培養条件の検討
・遺伝子発現・味応答測定による
味応答能の解析

味応答する状態への分化誘導

味覚受容体と同じ細胞に発現
する遺伝子の取得

遺伝子発現様式の比較

S595
取得遺伝子

T1r3
甘味・うま味
受容体

重ね合わせ

味物質添加

蛍光指示薬

受容体

チャネル 蛍光により応答を可視化

・必要サンプル量の少量化
・多検体処理システム（ハイスループット 探索
システム）への応用

探索の効率性↑

日下部裕子、進藤洋一郎、
日野明寛：味覚の理解が拓く
食品研究の新展開, 
化学と生物,  印刷中

応答前

応答前 応答後50mM AceK明視野

甘味受容体T1r2/T1r3を強制発現させたHEK293の甘味物質に対する応答
グラフは円内の細胞の応答を経時的に示す。
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刺激応答

微小空間に配置した細胞の刺激に対する応答
グラフは左図円内の細胞の応答を経時的に示す。

KT-1細胞 ホルモン添加による
味覚受容体候補遺伝子の

発現誘導

M β γ β γ
ENaC

Hydrocortizone 添加無し 添加

「おいしさ」と「健康」を両立させる食品の開発

測定領域
0.05mm3

(50nL)

新規味物質・味覚修飾物質の探索

100 µm

100 µm

20 µm
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